
8高等教育機関合同公開講座

「函館学」
前期：函館の歴史を探る

第2回

「道南・函館の宗教の歴史」

講師　函館大谷短期大学

学　長　福　島　意　成

開催日時：平成．18年9月9日（土）午後2時～3時30分

開催場所：函舘大谷短期大学



道南の宗教歴史年表

時 代 西 唐 年　 号 松　　 前 ■　　 の　　 歴　　 史 関　 連　 事　 項 日 ：本　 の　 歴 史

奈 良

平 城

平 安

658

669

660

710

794

斉 明 四年

五年

六年

和銅三 年

延 暦十 三年

阿部比羅 夫、水 軍 を率いて

蝦 夷 を討 つ。

後方 羊蹄に郡領 を置 く。

阿部 、粛慎 （ミシハセ）を討つ。

平城遷 都

平安遷 都

鎌　 倉 120 0－

120 5～

12 16

123 5

元久二 年

建保 四年

嘉禎元 年

漁 師、漂 流者 な どに よ り、和 人の定住 がお こる。

幕府、強盗海賊 の類 五〇余人 を蝦夷 島 に流す。

安東 秀信＝［エリ○管領 （東夷守削　とな り、渡 島を支配 〕

北 条義 時＝執権 とな る。

実 朝、 暗殺 され る。

承 久の乱

F吾妻 鏡j （安東氏は安倍緋の絹 と言われ、一族冊軽に 後鳥羽上皇、義時追討の院宣を下す

親 鸞、浄 土其 宗を広 め る。

北条政 子死去

道 元、 曹洞宗 を伝 う。

日葦、 日蓮宗 を広 める。

文 永 ・弘安 の役 （蒙古班 ）

荒木大 学、知 内に 「其藤 寺」を建て る。 勢力を張っていた）

ー大 野土佐 日記L 安東 愛秀→ 十三湊 に移 る

南 部氏 安 東氏 と敢対

日持 川か舶 ）、来道 か

室　 町 133 6～

144 3 嘉書 三年 ≧　秋 ・盛 挙＝ニ ゾ地へ 渡 るてこ云三言三、歳t三善・：ま這⊃ゝ：

南 部氏、安 東氏 を攻 め、

十 三湊 を攻 略

14 41 上 ノ国寺建 立か

1封 3 泊村 に観音 寺建 立

14 56 亀 田鍛 冶村 の鍛 冶屋

蝦夷 の子 を殺 す。

1457 倍広 、蛎崎 氏の養子

とな る。［珊館を築く］

1459 倍広 、小 山隆政 を殺

足利尊 氏、光■明天皇 を擁立

後醍醐 天皇 、吉野へ移 る。

t南北 朝の対 立〉

裏書 の乱 ［将 軍義教殺 され る。］

（後、領削回復を国るが果たせず）エ ゾ地管 掌に専 念

安東甲 蓄齢匝 吐萱 十 三湊 か ら大館 へ移 る

［道南 に安東 氏の十 二館 が存在］

［大館 の主＝下国 山城 守定 季］

嘉 吉 の土一癖 起 こる。

太 田道 滞、江戸城 を築 く。

14 67 応仁 の乱 起 こる。

14 71 蓮如 、吉崎 に這馨建 設

148 5 蛸で国一読・14 881帽で一向一揆

145 7 長 禄元年 初代． 武 田 （蛎崎） 借広

1469 文 明元年

（コシャマイ ンの乱） は約十二郎花沢・棚 を残して軸］

花沢館 （上ノ国）主、蛎崎 季繁 は、客、武 田借 広

の奮戦 に よ りコシ ャマイ ン父子 を倒 す。

夏 ・若狭 の僧随 芳奥尻 に草庵 を結ぶ 。

害す る。

1490 延 徳二年 奥尻 の草庵、大館 に移 り、松 前山法濫 寺 と号す。
1473 倍 広 、勝 山館 で没す　　［集約 ］

※【山門は道場 古朗指物として道有形文化椚 14 89 銀 閣寺上棟 （7鞘完成）

149 5 宗祇 、一新損玖蔽集』を批

蓮如 、石 山に本願 寺を築 く。

1494 明応三年 二代　 蛎崎光広 （蝦夷 地の実 質的支 配権確 保） 1494 倍 広没 す ［醐削

1496 明応五年

下郎串の鮒針 だ恒奉 の行状 悪 く、締 、宗家安東氏に相 を訴える。

十一月 †安東氏 大館 に派兵I

下国恒卒 、自刃

・相原彦 三郎季胤 （恒手の離 ）大館 主 とな る。　　　　［村上三河守政義踊 】 竜安 寺石庭 完成
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15 12 永正 九年

城 下 に妖事 多 く、疫 痢、暴風 が続 く。

野 神社建 立 ［生け針こアイヌの批 ちを失糾 にかるコ

1513

1514

15 15

15 16 ‘

永正 十年

永正 十一年

永 正十二年

永正十 三年

十月 け イヌ大館 襲撃）

一　組 垂塾生 す る。

「法源 寺 ・塗 直垂残 るJの記 事潤肌劇 に有 り。

その後法憧 寺は一 時廃絶

t蛎 崎光広 ・義広 父子大館 に移 るI

大館 →徳 山館 と改 め、安 東氏 のエ ゾ地 代官

として諸 国か らの商船 ・旅客 か らの税 をとそ

t東部 アイヌ徳 山館製 削

光広 、計 略 によって 、酋長 シ ョヤ コ ウシ兄

を討つ。

弁財天 堂 光広 、夢 の告 げに よ り弁 財天 を弁

島 にまつ る。 法源専任 職随 芳を別 当 とす る

※ 【後、帥寺の用 とな

∠』艶 宣、大館 にまつ られ 、八 幡大菩 薩 と称 す

1518 永正十 五年 三代 蛎崎義 広

1520

1521

1527

文亀 二年

大永 元年

大永七年

永 善坊 （後 の阿畔 寺末寺福 寿 山慈眼寺 ）建立

・※ ［盛織 海の臥舶 折った道蝋 帆とする。約二朝

塗重 量建立 。

※ 【正細別 持上人が上ノ鋸配 、細 山に移すとも、亨紅牛用 寺の馴

上ノ靴法華堂を建て、鮎 剛に鋸 ともいうト　 ※ （後、ヰ 維

蛎 崎義広 、阿降 寺 を再興、祈願 所 とす る。

1528

1529

1531

1533

1536

1638

154 1

亨禄元年

亨禄 二年

亨禄 四年

天 文二年

天文 五年

天文 七年

天文十年

五月　 義広、館 に侵入 しよ うと一したアイ ヌを

槍で撃 退

三月　 西部 アイヌ 、瀬 棚 の酋長 タナサ カ シ上

国館 を襲 う。

義広 、和睦 を偽 って タナ サカ シを射∃

五 月　 義広 、夜 雨に乗 じて徳 山館 を攻 めた ア

ヌを弓 によ って 撃退

西館 山専 念 寺 建 立 。

真宗 の僧 、真徳 （本願 寺九世 、実知 の願

兼俊 ［加 州頗得 寺二世 ］の孫 ）奥州 を巡

・して蝦 夷へ 渡 り、知 内に いた ところ、

天文 二年、蛎 崎季広 に招 かれて創 立。

四代 藩主季 広の 四男、其勝 （美徳 の養

専念 寺二 世 とな る。

六月　 西部アイ ヌ酋長 タ リコナ （タナナカシの相 ）

夫婦 で徳 山館 襲来。

義広 、計略 にて酋長 夫婦 を殺す。

蛎 崎義広 、塵墨 塾産室 を大館 の北 山に建立

※ 【現在本棚 軍機 柏酌 帥寺こ

盈星 宣 、湯殿沢 に創立 。※ ［現細別 湘鮒 の全生重

154 5 天文十 四年 四代 蛎崎季 広

手広 、法憧 寺を再興 し、父 の菩提所 とす る。

※ 【以後、松 前藩 の菩提寺 とな

ー　2　－

弟

1499弘賢、上ノ国に

浄願寺を創設。

上ノ国、浄願寺蝦夷島を

撤退か？

1621江差、塗重量建立

対馬氏、朝鮮と壬申条約締結

1523寧波の乱

［細川・大内の使者、明で争う］

天竺人、周防に来着

［眼鏡・望遠鏡を伝える］

1541武田借玄、自立する。

1542今川、織田と戦う。

1549ザビエル鹿児島に来る．



1548

15 64

天文十七 年

永禄七 年

愛宕 山権 現堂 を大館 の西に創 建。（帥寺の細快祐 1553 川 中島 の戦い

を別当とする）

愛宕 山権現 堂に神殿 を造営 。※ ［現如 緋柵 に告別

1560 桶 顔 の戦い

1568 苔寺 庭園再建

長崎 に教会 堂建立

15 67

1575

永禄十 年

天 正三年

商人淡 路屋 丹下、正行 寺 を建 立。（天正十二年別 あり

大館 に高穂 山高 山寺建 立。

五 代 （蛎 崎）松 前慶喀

慶 広、秋 田桧 山の領主 安東氏 の同意 を得 て上京、

1571 倍長 、比叡 山 を焼 打

1573 室 町幕府滅 亡

1576 安 土城 な る

1577 利久 、茶 会 を催 す

158 2 本能 寺の変

ローマに舛朋i漁蓋

山崎の戦 い

太 閤検地 始 まる。

1583 大阪城 な る。

1585 秀 吉 、関 白となる。

方広 寺建立 し、本願 寺

復興 を援助 す る

158 7 キ リシタ ン禁止令

15 91 利 久 自殺

1582 天 正十年

1590

159 2

天 正十 八年

文禄 元年

衆楽第 で秀吉 に謁 し、蝦夷 島の支配権 を静 め ら 15 92 文禄 の役

れ る。［以凱瑚餌 、安朗の即 を脱し、甜 秀吉の配下に属して諸侯と同じ待

遇を受ける。］

専念寺 二世 、境 内 に r酉教 寺J創 立。

［秀吉、朝 鮮へ 出兵］

1594 伏 見城完成

159 8 秀 吉死去

Ⅰ60 0 関 が原の戦 い

1593 二年 正月 慶広 、朝鮮 の役 の ため九州 に滞在 中の秀 吉

を陣中 に見舞い 、朱印 の制 書及 び、津 軽か ら大

阪 に至 る公 適の許 可 を賜 う とともに、志摩 の守

に任 じられ る。

六代 松 前盛 広1600 慶 長五年

1602

159 6～

慶長七 年

慶長年 間

高 山寺 、光替寺 と改称 。　※ ［京折 硝盈数寄の兼寿。紺藩主奥方の基がある］

・塾生亘 、福 山城 の鬼門 を守 るため城北 へ移 る。

※ ［削 円浦乱陣場 しの鮎珊附 を移凱たもの］

16 02 家 康、東本 願寺創 建

1603

江 戸

1604 慶長 九年 1 正 月　 慶 広、江戸 に参勤 し、家 康 よ り黒印 の制書

16 10 花 山院少将 忠長

蝦夷 に流罪 とな り

花沢 館 に身を寄 す。

千軒岳 に金 山発 見。金 掘夫

の来道 多 くな る。

160 3 家康 、征夷 大将軍

寺 院の檀家 制度行 われ る。

160 4 出雲 阿国 、京にて 歌舞

を受 ける。【損島全如 規舶鵬 し、射 出の地眺 つく］

松 前慶広 、専念 寺本等 を東本願 寺教 如上 人に

請 い受 け る。

七代 松 前公 広

この ころ、キ リス ト教 、松 前 に渡 る ？

ジェ ロニモ ・ヂ ・ア ンジ ェ リス、キ リス ト教布

教の ため来道。

［鮎 鵬者たちに「神父に路的 よく泊まってもらい、抽走して柑 よ」と言う］

デ ィオ ゴ・カル ワー リュ来 道。

伎 踊 りを始め る

1609 豊 臣秀頼 、方広 寺再興

1610 姫 路城完 成

1612 キ リシタ ン弾圧 開始

16 14 大阪冬 の陣

キ リシ タン追 放

［マニラ・軸 へ踊する1

16 15 大 阪夏の陣 秀折 目事

1608 慶長十 三年

16 18

1620

元 和 四年

六年

－　3　－



16 21

16 22

16 25

1630

1633

1639

164 1

1644

1646

1648 ＿

七 年

克永二 年

寛永 七年

寛 永十年

十六年

寛 永十八年

正保 元年

正保 三年 六月

慶安元 年

ほ夫に身をやつして蛸 に上臥城下でミサを行い、輔岳の釦 に向かう。輔 では

丁度、8月1即里輔昇天鴨 川わたため、多くの倍郡集まって盛大な鮒が

挙げられたという】

ジェ ロニモ ・デ ・ア ン ジェ リス来道 。

デ イオ ゴ・カル ワー リュ来 道。

藩 主公広 、八幡宮 を城北 （観 相の摘 ）へ移 す。

※ ［蛸 蒙の榊 として崇離れ、削畑官と共に社と削れた。］

盤 呈 匪皇室。 松 前公広 の室、華 遊院 にかか わっ

て建 立 され た。

※ ［軋帥重要文化財柏 ・相 ・山甑 文政十三年（1830）の修理のまま］

専念 寺豆 世玄珠 浄 応 寺 創 立

（後、小樽へ移転）

この頃か ら近江 商人活躍

キ リシタ ンを逮 輪、処刑 を行 う。

［大沢 、千軒、石崎 で 百六人 が暫首 され る。］

以後、厳 重な宗 門改 めを行 う。

八代 松 前氏広

阿件寺 火災 に遭 う。

九代 松 前高広

画せ最 古の寺 院

「高龍 寺J 建 立

函館 に r称名 寺」建 立

松 前景広 （慶広の六千）

r新 羅之記 録jを書 く。

1678 踊華、江差に析 所を設ける。

16 20・桂離 宮完成

16 24 東 照宮 陽明門完 成

1625 寛永 寺創 建

16 33 鎖 国令

16 35 武 家諸法度 改定

［参勤交代 制 は じま る】

16 37 島原 の乱

1680 綱 吉将軍 とな る

1649 慶 安二 年 法源 寺伽藍 、類 焼 によ り塵．生。

165 2

16 53

1666

承 応元 年

二 年

寛文 五年

藩 主 高広 、塵幽 艶室 を造営 。

［松前一の宮として栄え、現在拝殿は道文化財］

専念 寺六世浄 玄江 差掛所 川頁 正 寺 創建。

［現 、江差東 別院 ］

十代松 前矩広

1666

1669

寛文 六年

九年

亀 畳堂 に馬頭観 音 の新像 を安臥

中世中乱 闘に渡った、削覚が触 したものと伝えられる。馬柵 にあったので

尾純音と蝋れていた。 ※’［現細別 鵬に細 ］

シャク シャイ ンの戦い起 こる

1674 延宝 二年 家 老蛎崎 主殿 広 隆、江戸 の藩邸 で変 死。

1678 延宝 六年

六年

家 老松前左 ヱ 門、弟主 善幸広 と争 論 し、即 日落

命 。主 善幸広 も翌 日死 亡。

門昌庵事件 起 こる。

［班 寺大鵬削 蜘臥鮎 鮎の愛妾と凱たと言う脈 によ柑される。］ 168 2 江戸 の大火 【柑鮎七の畑】

168 1

1690

1709

天和 元年

元禄 三年

宝永 六年

家 老蛎崎 広明 （広 隆 の弟 ）、江 戸の藩 邸で変 死。

松 前氏 、「交代 寄合 」の資格 を与え られ る。

卜万石未満だが、身鯛 式は締軋 、附 に交代打 硝剛

蛎 崎広 久、変死。

1690 r実行寺 J 松前 法華　寺 の末 寺 となる。

168 5 生類 憐み令発 布

1709 東大 寺大仏殿 再建。
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1716

1721

1743

1760

1765

1672

1783

1786

享保元年 蛎崎広武（広明の子）、変死。

十一代 松前邦広

十二代 松前資広

専念寺後見住職育醜、専念寺昇格の功績により 育醜、乙部専念寺を建立

1748 仮名手本忠臣蔵上演。

1774 玄白r解体新利 出版

1781 天明の飢偉

1783 光太夫、ア帰一シャンに漂着

1786 ■シア人、千島に来る。

1792 ロシア使節ラクスマン、光

太夫を連れ、根室に来

航、通商を請 う。

1798 津班工恒相にF加柏土呂刷

の根を如。

1799 高根嘉畑 エトロ相舶円く。

享保五年

寛保三年

宝歴十年

資広より、陣羽織を贈られる。［鵬の七綿裟として今も舶］

十三代松前道広

蝦夷地と大坂を直行する西回り航路が開設

北前船での交易が盛んになる

大原春響、松前に遊び、波響の家に寓居。

ほI、積に附し、これよ摘Iと号す】

最上徳内ら蝦夷地嗣査を行う。

【柵珊瑚掛朋胴】

1780 木喰上人、（二年嘲 帖を

組）満山から船出す。

F福山秘府A書かれる。

厚岸 国泰寺創設

有珠 善光寺創設

様似 等樹院創設

明和二年

寛文十二年

天明三年

五年

1789

1791

1792

1799

寛政元年

寛政三年

クナシリにてアイヌ反乱

波響、反乱鎮圧に一役買ったアイヌの酋長たち

の像 （夷首列像）を描く。

波響、上京の除アイヌの像を持参、好評を得る。

［珊天皇に浄写して畿上、畑や文如下削れる］

十四代 松前章広

東蝦夷、幕府の直轄となる。

寛政四年

寛政十三年

1803

1804

1806

文化 元年

文化 二年

文化 三年

幕府蝦夷三官寺建立

1807

1821

1834

1839

1848

1849

文化 四年

文政四年

松前 ・金蝦夷幕府の直轄となる。

〔松前氏は福島県梁川へ移封】

幕府蝦夷直轄を解き、松前藩復領

十五代 松前良広

十六代 松前昌広

津軽海峡付近に外国船が多く出没

十七代 松前崇広

［それまで削削王式に蛸島と赫していた］

幕府、特旨をもって松前藩主崇広に築城を命ず。

【松前氏の資格は城持ちに昇格】

（寛政鯛）朗の王相法雛之市、江差追鯛

を完成する。

池大雅、江差法華寺本堂

天井に「人放ち帥触回を措く】

幕府、箱館を外国に開港、

1846 頼三樹三郎、松浦武四

郎、江差に滞在。

［書右横で出会う】

天保五年

天保十年

嘉永元年

嘉永二年
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1854

1855

1869

186 1

1864

1866

1687

安 政元年

安政 二年

安故 六年

文 久元年

元 治元年

慶応 二年

慶応 三年

新城 竣工 。［日本 最後 の旧式 の城 となる。】 箱せ奉行 を置 く。

西本願 寺派廟 乗専任 職堀

川乗経 函館 に一寺 （後 、

函館西 別院） を建 て，

亀 田川 の工 事に着 手。

ロシア領事館 に聖 ′、リス

トス正 教会創 立

フランス人 宣教師

カ トリック教 会 を創 立

5 月　 ペ リー画せ来 航

【総面積 23578坪 、本丸、二の丸 、三の丸 、城 門16、 横浜 で 「日米和親 条約 」を

楼 櫓6、外 郭 に砲 台7座 、築城 費用＝約 10万 両】］ 締結 後 、5隻の艦 船 を引き

松 前氏 の額地縮 小 され る。

［東 は知内～西 は玉屋沢 までの三十呈 とな る〕

法源 専 ・龍 雲院 ・正覚 寺蝦夷地 開拓 を嘆願

藩 主崇広 、幕府老 中格 に列 し、海 軍給 奉行 とな

つれ て箱館 に入 港。

18 64 英 ・仏 ・蘭 の軍艦 九隻

り、長州征 伐 にあた る。

崇 広、老 中阿部豊 後守守 世 と共 に兵 庫開顔 の談

判 に あた り、勅許 を得ず に開 港 をす る。

崇 広、朝 廷 よ り、勅命 を もって謹 慎 。

十 八代 松 前徳広

崇広 、正 月に松前 に帰 り、四月 に病没 。

兵 庫 に入 港 し、開港 を

迫 る。

大 政 奉 遷

明治 1868

1869

1870

18 71

18 75

明治 元年

十 月

十 一月

明治 二年

明治 三年

一

明治 四年

明治 八年

二 十 日 旧幕軍蝦 夷地上 陸

五 日 藩 兵 、城 下 町 に火 を放 つ 。

10／20 榎本武 揚 の率 いる

20 00余名 の軍 勢、鷲 ノ

木 に上 陸

神 仏分 離令 施行

廃 仏毀釈 起 こ る

明治 政府北海 道 開拓使設 置

東本願 寺道 路建設 を 申 し出 る。

九月 現如北海 道視 察

現如 、本願 寺道路 開削 を行 う．

開拓使 函館 に移 る

開拓使 本庁 札幌 に移 る

屯 田兵 の入植 始 まる

各 宗教 北海道 開教 を奨 励 、

信 者 の入植 を勧 める。

［400 0戸 の城 下街 の4分 の3が灰 燈 と化 す】

十 四 日 榎 本武 揚、r開陽」で松 前入港 。

十 九代 松 前修広

松前藩廃 藩

10／27 土 方 軍松前 を攻撃 。

土絹三を榊者とする700名の

I輔削こ榊

11／15 榎 本 軍、江差 占領。

r聞 陽j見 守のた め座礁

5／1 1 土方戦 死

六月 五稜郭 陥落

榎 本武揚 官軍 に投降

仙 台藩 亘理二 万三千石

領 主伊達 邦成 、家 臣団 を

連 れ現伊 達市 に入植。

（最初 の開拓 団））

－　6　－


